
記者クラブ、海外特派員の経験から

 ２０１５年７月９日

 共同通信社・生活報道部 市川亨

ichikawa.toru@kyodonews.jp
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■プロフィール■ 

１９７２年 山梨県生まれ 

１９９６年４月 入社、前橋支局 

１９９９年４月 千葉支局 

２００１年１０月 高知支局 

２００５年５月 本社・内政部 総務省クラブ担当 

２００７年４月 本社・社会保障室 厚生労働省クラブ担当 

２０１０年１１月 本社・外信部 

２０１１年１月 ロンドン支局 

２０１４年１月 本社・生活報道部 遊軍キャップ 
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さまざま
な職業に

就く

パパのラ
イフスタ

イルを紹
介

代表的な平日のタイムスケジュール
24時

昼12時

朝6時夜18時
仕事

入浴、
休憩
など

睡眠

朝食、
したく

通勤

9:00 出勤

24:30 帰宅

26:30 就寝

10:00 職場着

8:00 起床
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新聞記者の仕事は、担当によって一日の
流れや仕事のスタイルは異なるのだそう。
「私は今、厚生労働省を担当しています。
つまり、年金問題や医療、介護や少子化問
題などですね。厚生労働省のなかに記者室
というのがあって、今はそこに毎日出勤し
ています」
じっくりと時間をかけて作り上げていく
記事もありますが、毎日起こる出来事は、
ものすごいスピードで世の中に配信されて

新聞記者のパパ

緊張感のある仕事です

撮影＝田口陽介　取材・文＝羊 菜乃 

さまざま
な職業に

就く

パパのラ
イフスタ

イルを紹
介

の記事を書けていないのが実情です」

 「一人目も二人目も、妻の実家での里帰り
出産だったのですが、三人目、芯の出産は
3月。ちょうど夢紡が小学校入学の年だっ
たので、長期的に学校を休ませて里帰りす
るわけにはいかない。そうなると、私が休
んで家にいるのが一番いいだろう…という
考えが浮かんだんです」
考えてみれば、所属しているのは少子化
問題も重要なテーマの一つとして取り組ん

平日は仕事が忙しく、お子さんとほとんど会えないという市川さん。
その分、土日はたっぷりお子さんと遊び、3人目のお子さんが産まれるときは、
40日間の育児休暇をとりました。

いくのだそう。
「記事を書き始めてから世の中に配信され
るまで、早いもので30分。普通の記事で
も1時間30分ぐらいでしょうか…」
また、大臣などが開く記者会見を聞いて
まとめるだけでなく、独自に情報をつかん
で記事にしていくことも重要な仕事です。
そのためには、日頃から関連各所のさまざ
まな人とコミュニケーションをとって、情
報収集をすることが大切なのだそう。
「他社にぬかれていないか、つねに確認が
必要です」
“ぬかれる”とは、他社の新聞社が記事に

していた事項を、市川さんの新聞社では記
事にしていなかった…という意味なのだそ
う。“ぬかれた”記事があったら、すぐにフ
ォローの記事を作成する必要があり、平日
は職場で、土日は図書館などで新聞全紙を
確認するという、緊張感のある仕事です。

入社以来、いくつかの地方局勤務を経て、
東京勤務となった市川さん。最初は別の部
署だったそうですが、希望して厚生労働省
の担当となったのだとか。
「きっかけは、夢紡の誕生です。産まれた
ときに軽い障がいがあることがわかり、障
がいのある人たちが生きやすい社会を創り
たい…そう思って希望しました。担当とな
って7年目ですが、その間は年金記録の問
題などがあり、なかなか障がい者福祉関連

色はのちほど変更します。

でいる部署。出産の半年前ぐらいに冗談半
分で「育児休暇取ろうかな?」と言ってみ
たところ、上司が「いいじゃないか!」と
賛同してくれたそう。男性の育児休暇取得
は、市川さんの会社でもほとんど前例がな
かったそうですが、休暇期間をフォローす
るための人員の異動など、職場でもフレキ
シブルに対応し、協力してくれました。 

その① 朝ごはんを担当
夜中の芯くんのお世話で疲れ切っている
ママに代わって、ほとんど料理をしたこと
がなかった市川さんが朝食づくりを担当。
「卵焼きやみそ汁といった簡単なものだけ
ですが、作れるようになりました」
その② 夢紡ちゃんと歩ちゃんの朝のしたく
歩ちゃんの幼稚園バスの送迎もしました。
その③ 食事の材料などの買い物

その④ 子どもたちの入浴と寝かしつけ
上の2人には絵本を読み聞かせ、芯ちゃ
んは抱っこして歌を歌ったりミルクをあげ
たり。寝かしつけは得意なのだそう。

40日間の育児休暇をとったことで、そ
の後変わったことは?とたずねると、
「歩は休暇中パパにベッタリで、濃密な時
間を過ごせたと感じています」とのこと。
また、休暇が明けたあとにも、真由美さん
に代わって、朝ごはんを作るようになった
そう。
「2回ほどですけどね...いざとなればとっ
て代われるようになりました」

大きくなったらどんなお子さんになって
欲しいですか?とたずねると「自分でやり
たいことを見つけて、みつけた仕事に責任
と誇りを持って欲しい。そう思います」

希望して厚生労働省の担当に

育児休暇中の市川さんの“働きぶり”

ツボを得たあやしかたに、芯ちゃんゴキゲン!「三人目とも
なると、泣きかたを見てオムツなのか眠いのか、だいたいわ
かるようになりました」

パパが育児休暇をとった理由

芯ちゃんを抱っこしながら歩ちゃんと遊ぶのも、
手慣れたものです。

カバンの中身を拝見!　ノート
パソコン、icレコーダー、ノ
ート、メモ帳、地図に、主要
な連絡先一覧などを入れたフ
ァイル。これで急な取材が入
っても、大丈夫。

正確な情報を確認しつ
つ、いち早く記事にし
ていきます。
（写真提供:市川さん）

市川ファミリーProfile

パパ ｜ 市川 亨
とおる

さん

ママ ｜ 真
ま ゆ み

由美さん

長女 ｜ 夢
む つ み

紡ちゃん（7歳）

長男 ｜ 歩
あゆむ

ちゃん（4歳）

二男 ｜ 芯
しん

ちゃん（4ヵ月）

三人きょうだいは
いつもにぎやか。

子どもたちに思うこと
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2015 年 1 月 27 日配信「表層深層 認知症国家戦略」 

 

◎急ごしらえ、実効性に疑問 

 病院側の巻き返しも 

 

 国家戦略策定の最終盤に、最も多く文言の修正が入ったのが精神科病院をめぐる記述だ。「入院も（医療、介護

の）循環型の仕組みの一環」「長期的に専門的な医療が必要となることもある」などが追加された。厚労省幹部は

「自民党議員から病院の役割をもっと盛り込むよう要望があり、修正した」と明かす。 

 日本では、精神科病院に入院する認知症患者が約５万３千人に上り、そのうち約３万人は１年以上の長期にわ

たる。先進国では異質な状況で、国際機関から改善を求められている。 

 文言の修正には病院経営への配慮がにじむ。各国の戦略に詳しい東京都医学総合研究所の 西田淳志主席

研究員 は「日本の戦略は当事者の視点を重視するという理念をうたっているが、旧来の『サービス提供者中心』

の考え方も肯定しており、矛盾がある」と苦言を呈した。 
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（火曜日）2014年（平成26年） l 1月1 1日尾罰課持匡璽主主コ

英国で昨年聞かれた「主要国CG8）認知症サ
ミット」の後継イベントとして、 5～6日に東京
で聞かれた国際会議には、 国際機関や各国の当局
者が参加した。 日本への提言を3人に聞いた。、らの提言認知症

発
達
し 、
専
門
分
化
さ
れ
て
い
る。

し
か
し、

認
知
症
へ
の
対
応
で
は 、

専
門
医
だ
け
で
は
な
く一
般
の
医
師

認
知
症
の
人
は
2
0
1
0
年時
点

や
看
護
師
も
関
与
さ
せ
た
方
が
い

で
全
世
界
に
約
3
5
6
0
万
人
お

い。
認
知
症

の
患
者数
は
莫
九
な
の

り 、
毎
年約
7
7
0
万
人
ず
つ
増
え

で、
専
門
医
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る 。

続
け
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る 。

社会

W
H
O
は
今
回
の
日
本
で
の
国
際

的
コ
ス
ト
は
推
定
で
年間
約
6
0
4

会
議
な
ど
を
受
け 、
世
界
各
国
の
保

O
億
ぷ
（
約
刊
兆
円）
に
上
り 、
世

健相
会
合
を
来
年
3
月
に
聞
く 。
認

界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る 。
国
際
さ
れ
て
お
り 、

認
知
症
に
対
す
る
偏
を
吸
い
上
げ 、
各
界
の
関
係
者
を
巻

知
症
の
人
の
日
%
は
低
中
所
得
国
に

社
会
が
協力
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
見
を
減
ら
す
た
め
の
模範
と
な
る
0

5

き
込
む
良
い
機
会
と
と
ら
え
る
べ

住
ん
で
い
る
と
み
ら
れ 、
そ
れ
ら
の

ば
な
ら
な
い。

日
本
に
足
り
な
い
点
と
し
て
は 、

き
だ 。
そ
う
す
る
こ
と
で
総
合的
な

国
の
意識
を
高
め
る
の
が
目
的
だ 。

高
齢化
が
進
ん
で
い
る
日
本
の
経
政
策立
案
に

認
知
症
の
本
人
と
家
族
計
画
が
つ
く
れ
る
し 、
市
民
が
主
体
る 。

日
本
の
予
防
と
ケ
ア
の
知
見
は
参
考

験
は
各
国
の
参
考
に
な
る 。
例〉
えは 、

が
あ
ま
り
参
画
で
き
て
い
な
い
こ
と
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
は
高
度
に
に
な
る
だ
ろ
う 。

る
か
を
調
べ
る

こ
と
に
し
て
い
る 。

回
年生
ま
れ。
英
マ
ン
チ

．
‘

一認
知
症
の
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
か

そ
れ
は
「
当
事
者
中
心」
と
い
う

．

エ
ス
タ
l

大
卒。
日
年
か
ら

正
確
に
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
の

考
え
方
が
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
だ 。

現
職 。

’

で、
数

値目標
に
は
異
論
も
あ
っ

た。

政
策立
案
に
し
ろ
何
に
し
ろ 、

影響
…

だ
が、
具
体的
な
目標
を
定
め
る
こ

を
受
け
る
人
々
を
巻
き
込
む
こ
と
…

と
で
人
々
の
意識
を
高
め
る
こ
と
が

で、
最
終的
に
は
良
い
取
り
組
み
に
ぺ
丸

で
き
る 。

私
た
ち
が
日
本
で
注
目
し
て
い
る

の
が、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術だ 。
家
族
が

ロ
ボ
ッ
ト
を
通
じ
て、
い
つ
薬
を
飲

ま
せ
た
ら
よ
い
か
と
か、

認
知
症
の

人
に
起
き
た
出
丞事
や
気
持
ち
を
分

か
る
よ
う
に
な
っ

た
ら 、
家
族
の
安

心
感
にも
つ
な
が
る 。
日
本
が
世
界

を
リ
1l
ド
し
て
い
る
分
野
だ 。

る 。
効
率的
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
に
は 、
デ
ー

タ
の
活
用
に
も
っ
と

重
点
を
置
く
べ
き
だ 。

世
界
規
模
で

認
知
症
の
ケ
ア
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に 、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

が
必
要
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
測
る

指標
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
てい
る 。
指
標
に
基
づ
き
国
同

士
が
競
争
す
れ
ば 、
遅
れ
が
ち
な
早

期
診
断
や 、

認
知
症
の
発
症
に
関
連

が
深
い
と
さ
れ
る
生
活
習慣
病
の
予

防
が
進
む
だ
ろ
う 。
日
本
は
各
国
が

合
意
で
き
る
よ
う
に、
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
て
ほ
し
い。

世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）

シ
ェ
イ
カ
l・
サ
ク
セ
ナ
精
神
保
健
部
長

英
国
保
健
省

一

般市
民
に
講
習
を
受
け
て
も
ら
う

「
認
知
症
サ
ボ
l

タ
l」

養
成
の
取

り
組
み 。
5
0
0
万
人
以
上
が
養
成

が
挙
げ
ら
れ
る 。
（
障
害
者
の
運
動

な
ど
で）
「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち

の
こ
と
を
決
め
な
い
で」
と
い
わ
れ

る
が 、
政
府
は
も
っ
と
当
事
者
の
声

を
尊
重
す
べ
き
だ 。

国
家
戦
略
の
策
定
も 、
市
民
の
声

政
策
に
当
事
者
の
声
を

ジ
ョ
ン
・
ラ
ウ
ス
社
会
福
祉
局
長

今
回
の
認
知
症
に
関
す
る
国
際
会

議
に
安
倍
晋一ニ

首相
が
足
を
運
び 、

国
家
戦
略
の
策定
を
表
明
し
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
だ 。

英
国
は
2
0
0
9
年
に
国

家戦略

を
つ
く
り 、
ロ
年
に
は
キ
ャ
メ
ロ
ン

首相
が
さ
ら
な
る
対
策
を
打
ち
出
し

英
国
の
国

家戦略
で
は 、
5
年間

た。
認
知
症
対
策
は 、
例〉
弐
昼父
通
の
最
終
年
に
成
果
を
測る

指標
と
し

機
関
の
対応
や
研
究
開
発 、
財
政
な
て、「
私
は
尊
厳
と

整意
を
持
っ
て
扱

ど
多
く
の
省
庁
に
ま
た
が
り 、

厚生
わ
れ
て
い
る」
な
ど
9
項
目
に
つ
い

労
働
省
単
体
で
は
不
可
能
だ 。
首
相
て 、

認
知
症
の
人
が
ど
う
感
じ
て
い

自
身
が
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と
熱
意
を

発
揮
す
れ
ば 、
事
態
は
大
き
く
変
わ

る
は
ず
だ 。首

相
の
指
導
力
も

経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）

マ
ー
ク・
ピ
ア
ソ
ン一
雇
用
労
働
社
会
政
策
局
次
長

「
認
知
症
に
な
っ

た
ら
精神
科
病
院

に
入
院
し
た
い」
と
は
誰
も
思
わ
な

い。
政
府
は 、
患
者
が
快
適
に
生
活

今
回
日
本
が
主
催
し
た
会
議
で

は 、
認
知
症
の
新
た
な
ケ
ア
と
予
防

の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
欝諭
し
た。
日

本
で
は
認
知
症
の
人
が
治
療
を
受

け
て
い
た
病
院
と 、
退
院後
に
入
所

す
る
施
設
と
の
連携
が
取
れ
て
い
な

い
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た 。多
く
の
認
知
症
の
人
が
長期
間 、

精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
の

も 、

連携
不
足
が
原
因
で
は
な
い
か。

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る 。

具
体的
な
数

値目標
も
設
定
し
て

い
る 。
例
え
ば
認
知
症
の
人
の
総
数
…

（
推
計
値）
に
対
し、
診
断
を
受
け
だ
っ

た
が、
日
年
ま
で
に
3
分
の
2

た
人
の
割
合
は
印
年
時
点
で
は
幻
%
に
引
き
上
げ
る
目
標
だ 。

% 、
発
展
途
上
国
で
印
%
増
え
る
見

通
し
だ 。
患
者
へ
の
ケ
ア
は

国際的

な
課
題
だ
が、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
…

未
熟
だ 。
ど
こ
よ
り
も
速
く
高
齢化
…

が
進
む
日
本
が、
売
請
な
モ
デ
ル

を一示
し
て
ほ
し
い。

っ

ル｝

ケ
ア
の
連
携
不
足
課
題

で
き
る

環境
を
整
え
る
べ
き
だ 。
特

高
齢
者
が
増
え
る
と 、
認
知
症
の

に
初期
段
階
で
は 、
医
療
と
生
活
の
施
策
に
も
あ
る
程
度
の
費

用対効
果

両
面
か
ら
支援
が
必
要だ 。

が
求
め
ら
れ
る 。
日
本
の
情

報技術

認
知
症
の
入
は
今後
却
年間
で、

そ
の
も
の
は
レ

ベ
ル
が
高
い
の
に、

O
E
C
D
に
加
盟
す
る
比
カ
国
で
叩
O
E
C
D
諸
国
と
比
較
し
て
も
電
子

日
年
イ
ン
ド

生
ま
れ。
精

神
科
医
で
mm
年
か
ら
W
H
O

勤
務 、
日
年
か
ら
現
職 。

侃
年生
ま
れ。
英
国
出
身 。

幻
年
か
ら
O
E
C
D
に
勤
務

し、
日
年
か
ら
現
職 。

カ
ル
テ
の
活
用
は
非
常
に
限
定
的

で、
患
者情
報
の
解
析
も
遅
れ
て
い

急
ぐ
べ
き
だ 。

尖
閣
に
関
連
し
て
日
本
側
は 、「
異

な
る
見
解」
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
た。
し
か
し、
そ
も
そ
も
尖
閣
諸

島
は
歴
史
的
に
も
国
際法
上
も
日
本

の
領
土
で
あ
り 、
「
領
土
問
題
は
存

E
J
よ
Y一
こ
コ
7－
豆

空卓
司
〉
円乙
コ

移
っ
て
ほ
し
い。

み
ら
れ
る 。
圏
内
の
世
論
が
気
に
な

安

倍首相
は
会
談
後、
「
戦
略
的
切
っ

た
面
も
あ
る
だ
ろ
う 。

互
恵
関
係」
の
原点
に
立
ち
返
る
品

会
談
で
は
「
歴
史
問題
は
日
億
人

強
調
し
た。
2
0
0
6
年
の
第
1

次
の
中
国
人
民
の
感
情
に
関
わ
る」
と

内
閣
時
代
に
自
ら
打
ち
出
し
た
基
本
く
ぎ
を
刺
し
た。
歴
代
の
中
国
指導

方
針
で
あ
る 。
2
国
間
で
安
全
保障
部
に
と
っ
て、
対
日
政
策
は
対
応
の

コ
tLC、
E
奇、
E
E
主
主
f
E
EC－
仕比
J

、、
文
台
果
冨
ごう
b。

よ
う
や
く
安
倍
晋
三

首相
と
中
国

の
習
近
平
国
家
主
席
が
会
談
し
た。

隣
同
士
で
あ
り
な
が
ら 、
ト
ッ

プ
の

り
を
始
め
る
こ
と
で一
致
し
た。
尖

闇
諸
島
の
周
辺
で
は 、
中
国
船
が
日

本
の
領
海
へ
の
出
入
り
を
繰
り
返
し

1 ！�ii � I年金一用加見直し日裏切 A 雲 Q· 唱ヨ A 妥 Q 説明書量賀川島作 童 日 I I 短期資産！ 腎恥 聞 ｝主 連 h 冒 ょ

出自壁 I ：：：機構齢層益軒路島有伊塁打開持層強皇室長 i
:f透�目汁 供同信義行鑓前払足時き宅高見室長信州誌を粍＠i

。

霊

!j§f f t I ���刈窓11iil 電 i I !;i!; l13�賠訴f I
U 本り卜思｜開暢鱗韓国持活時発I 自宮Jr! K老舗去！要ii� i 

」 I �：：：，麹グ
ー

｜年金運用見直し｜株式比率倍に引き上げ

:i1;1!ll l ,i�iii!ii�；；程1;!i�il時j;!;t，控訴；官官
!liill;;1；時間；11��llii!!liiil!I 111;1;1 I 盟主時計三れはう皇室長議会主交望書記号皇議室開会員鶴見事隣室長時差－む記む
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■さまざまなプレーヤー（＝取材先） 

 

 厚生労働省 

 首相官邸 

 与党・野党 

 他省庁 

 医師会など利害関係団体 

 サービス提供事業者 

 地方自治体・首長 

 専門家・研究者 

 家族 

 当事者 
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日英メディア比較 
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■取材手法や文化の違い■ 

 日本 英国 

行政のミスやずさんな運営 
厳しい。大問題に。（例）年金記録

問題 

Substance重視 

横並び意識 強い。「特オチ」に恐怖感 あまりない 

他紙の報道引用 
基本的にしない。「追っかけ取材」

が必要 

日常的 

取材手法 
英国に比べると穏当。「つまらな

い」？ 

おとり取材、隠し撮り、探偵活用。

盗聴問題 

取材相手への金銭 
週刊誌などではあると言われる

が、基本的になし 

日常的。数十万円から数百万円？ 

取材相手への接近法 夜討ち朝駆け（浪花節）、酒席 ランチやパブ、酒席 
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■政治・権力とメディアの関係■ 

＜英国＞ 

・首相が側近（スピン・ドクター）にマスコミ出身者を登用。警察でも。 

 キャメロン首相＝大衆紙（盗聴問題で廃刊）のアンディ・クールソン元編集長 

 ブレア元首相＝デーリー・メールの元記者、アリスター・キャンベル氏 

・政権や警察とマードック氏傘下メディアの接近 

・多少の失言や不祥事では閣僚・政治家は辞めない 

キャメロン首相…党首を務める保守党の財務担当幹部が新聞のおとり取材で、首相との面会に約３      

２００万円を要求。「払えば、プレミアリーグ入り」「ビジネスに関わることを首相に直接働きかけることが

でき、政策で考慮される」。首相への仲介で党は年間６億４０００万円の収入 

エネルギー相…スピード違反で免停になるのを避けるために、妻（当時）を替え玉に 

司法相…ラジオ番組でレイプの量刑緩和について、Date rape や１５歳の少女と性的関係を持った場

合は同意の上でもレイプになる例を引き合いに、"Rape is rape? " "No, it is not. " 

国防相…親しい年下男性を公務に同伴 →辞任 
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＜日本＞ 

・マスコミ出身者をメディア対策として採用することはほぼない 

・記者クラブ、記者室問題 

 最近は改善も。英国でも専門記者のインナーサークル"Association"、議会の"Lobby"が存在。親し

い記者への事前リークは共通。 

・「批判精神」と揚げ足取り、政治家を引きずり降ろすことの混同 

・閣僚・政治家が簡単に辞める or 辞めさせる 
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黒人男性 Stephen Laurence さん殺人事件。９３年

発生。９６年にいったん無罪判決が出るも、９７年２

月のデーリー・メール（左）が世論喚起に貢献。２０１

２年１月４日に２人に逆転有罪判決が下された。他

紙も紙面で評価。 
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Daily STAR 2011.02.23 

住宅手当や失業手当など月に計￡８００、親

からの援助￡１２００を受けて暮らす Kaycie 

Yates(20)さん。「Sponger」「Scrounger」（た

かりや、すねかじり）。読者による電話投票

も。いろいろな意味で日本ではあり得ない。 
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(第二種郵便物認可)

自
民
党
幹
事
長
ら
が

２８

日
、
北
京
入
り
し
、
中
日

友
好
協
会
会
長
の
唐
家
珈

縄
県

・
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

る
問
題
で
冷
却
化
し
た
日

中
関
係
に
つ
い
て
意
見
交

一い̈一一̈一̈一”一織『ｏ「だ」一時中̈̈
『

0

体
が
政
府
を
促
し
て
関
係

改
善
を
図
ろ
う
」
と
呼
び

掛
け
た
。

27日 、デ¬りt

諸国共同ク

ピニ ェラメ

トロ国家調

前
に
急
き
ょ
帰
国
し
た
。

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
毎
年
議

長
国
を
交
代
す
る
規
定

高
齢
化
、
日
本
よ
り
危
機
感

進
む
高
齢
化
、
逼
迫

（ひ

っ

ぱ
く
）
す
る
財
政
。
社
会
保
障

制
度
改
革
の
国
民
会
議
が
再
始

動
し
た
日
本
と
同
様
の
課
題
に

直
面
す
る
欧
州
が
、
伝
統
あ
る

社
会
保
障
に
メ
ス
を
入
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
欧
州
債
務
危
機

が
続
く
中
、
何
を
維
持
し
、
何

を
変
え
る
か
。
模
索
す
る
各
国

の
姿
を
追

っ
た
。

◇

「
７０
歳
、

７５
歳
の
人
が
も

っ

と
働
く
よ
う
に
心
理
的
な
変
化

が
必
要
だ
」

昨
年
２
月
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

の
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
首
相
は
地

元
紙
に
、
現
在
６７
歳
の
定
年
を

７５
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
る
と
表
明
、
世
界
を

驚
か
せ
た
。

欧
州
各
国
は
高
齢
化

に
備

な
、
増
大
が
見
込
ま
れ
る
年
金

れ
ぃ

の
抑
制
策
づ
く
り
を
急
い
で
い

る
。
支
給
開
始
年
齢
の
７０
歳
代

引
き
上
げ
や
、
私
的
年
金

へ
の

自
動
加
入
な
ど
で
、
早
い
段
階

か
ら
将
来

へ
の
備
え
に
着
手
。

高
齢
化
世
界

一
の
日
本
よ
り
も

危
機
感
は
強
い
。

ス
ウ

ニ
ー
デ
ン
の
場
合
、
全

人
口
に
占
め
る
６５
歳
以
上
の
割

合

（２
０
１
１
年
）
は
１８

ｏ
８

％
と
、
日
本
の
２３

ｏ
３
％
に
比

べ
れ
ば
ま
だ
低
い
。

０８
年
の
世

界
金
融
危
機
後
、
順
調
に
経
済

は
回
復
し
て
お
り
、

１１
年
の
実

質
経
済
成
長
率
は
３

ｏ
７
％
。

そ
れ
で
も
、
年
金
を
所
管
す
る

て
支
給
開
始
年
齢
を
自
動
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
０６
年
に
決

め
た
。

２２
年
ま
で
に
６７
歳

へ
引

き
上
げ
た
後
、

３０
年
か
ら
こ
の

自
動
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
。

６０
年
に
は
年
金
は
７３
歳
か
ら
の

支
給
に
な
る
見
通
し
だ
。

国
民
に
不
人
気
な
政
策
を
客

観
的
な
指
標
を
も
と
に
実
行
で

き
る
よ
う
路
線
を
敷
い
た
と
い

え
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
○

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は

「効
果
的
で
透
明

性
の
高
い
方
法
」
と
評
価
す
る
。

０６
年
当
時
、
担
当
の
社
会
問

▼
私
的
年
金
に
加
入

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
も
う

一
つ
注
目

す
る
の
が
、
私
的
年
金
へ
の
自

動
加
入
と
い
う
試
み
だ
。
昨
年

１０
月
に
制
度
を
導
入
し
た
英
国

で
は
、
全
雇
用
主
を
対
象
に
年

収
８
１
０
５
り

（約
■
１
０
万

円
）
以
上
の
従
業
員
を
全
員
、

・８
年
ま
で
に
企
業
年
金
な
ど
の

私
的
年
金
に
加
入
さ
せ
る
よ
う

義
務
付
け
た
。
保
険
料
は
最
終

的
に
は
原
則
、
本
人
が
給
与
の

４
％
、
雇
用
主
が
３
％
、
政
府

が
１
％
を
負
担
す
る
。

日
本
で
は
私
的
年
金
へ
の
加

入
は
任
意
だ
が
、
英
国
は
脱
退

の
自
由
を
認
め
た
上
で
い

っ
た

ん
全
員
加
入
さ
せ
、
加
入
率
を

上
げ
る
手
法
を
取

っ
た
。
公
的

年
金
だ
け
で
老
後
を
支
え
よ
う

と
す
る
と
、
国
の
財
政
負
担
が

重
く
な
る
た
め
、
自
助
努
力
を

促
そ
う
と
い
う
狙
い
だ
。
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
は
他
国
も
追
随
す
る
可
能

性
が
高
い
と
み
て
い
る
。

（
ロ
ン
ド
ン
共
同
）

卜 上 く

/2『

※OECD「年金アウトルック2012」などから作成

ク
リ
ス
タ
ー
ソ
ン
社
会
保
障
担

当
相
は

「決
定
す
る
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
る
。
だ
か
ら
今
か

ら
努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
、
先
手
を
打
つ
必
要
性
を
訴

え
る
。

政
府
は
有
識
者
委
員
会
で
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
お
り
、

ク
リ
ス
タ
ー
ソ
ン
氏
は

「
２
年

以
内
に
何
ら
か
の
決
定
を
下
し

た
い
」
と
話
す
。

▼
平
均
寿
命
と
連
動

支
給
開
始
年
齢
で
画
期
的
と

も
い
え
る
仕
組
み
を
導
入
し
た

の
が
、
同
じ
北
欧
の
デ
ン
マ
ー

ク
。平

均
寿
命
の
伸
び
に
合
わ
せ

題
相
だ

っ
た
エ
バ

ｏ
ケ
ア

・
ハ

ン
セ
立
国
会
議
員
は

「議
論
に

３
年
か
け
、
経
済
の
維
持
の
た

め
に
は
必
要
だ

と
い
う
こ
と

を
多
く
の
国
民
、
政
党
が
理
解

し
た
。
だ
い
ぶ
先
の
話
だ
か
ら

こ
そ
、
反
発
を
招
か
ず
に
済
ん

だ
と
い
う
面
も
あ
る
」
と
明
か

す
。

相次ぐ抑制策

28年まで

麒

釉

彊 122年までに67歳、30年から寿
:命の伸びに合わせて引き上げ

餞

巨
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(第二種郵便物認可 )

質
低
下
に
収
ま
ら
ぬ
怒
り

「病
棟
の
ご
み
箱
は
あ
ふ
れ
、

看
護
師
は
エ
プ

ロ
ン
も
着
け
な

い
。
食

べ
物
や
水
は
ベ
ッ
ド
か

ら
２
眉
近
く
離
れ
た
手
の
届
か

な
い
と
こ
ろ

に
置
か
れ

て
い

た
」
。
英
中
部
カ
ノ
ッ
ク
に
住

む
ビ
ル

・
ス
ウ
ィ
ン
デ
ル
ズ
さ

ん
（
６５
）
は
、
昨
年
５
月
に
腎
臓

が
ん
で
亡
く
な

っ
た
妻
ア
ン
さ

ん
＝
当
時
（
６２
）
＝
が
入
院
し
て

い
た
病
院

の
待
遇

の
ひ
ど
さ

に
、
今
も
怒
り
が
収
ま
ら
な
い
。

ビ
ル
さ
ん
は
、
ア
ン
さ
ん
が

亡
く
な
る
２
日
前
の
本
曜
日
、

肺
に
た
ま

っ
た
水
を
抜
く
手
術

の
予
定
を
医
師
か
ら
告
げ
ら
れ

た
。

「
手
術
す
れ
ば
３
カ
月
は

生
き
ら
れ
る
」
と
医
師
。
と
こ

ろ
が

「金
曜
と
土
日
は
ス
タ
ッ

フ
を
確
保
で
き
な
い
の
で
、
手

術
は
月
曜
に
な
る
」
と
い
う
。

結
局
ア
ン
さ
ん
は
手
術
ま
で
も

た
ず
、
土
曜
に
亡
く
な

っ
た
。

▼
手
術
ま
で
７
年

ビ
ル
さ
ん
の
よ
う
な
体
験
は

英
国
で
は
珍
し
く
な
い
。

「病

院
で
患
者
が
栄
養
失
調
に
な

る
」

「
手
術
ま
で
７
年
も
待
た

さ
れ
て
い
る
」
。
英
メ
デ
ィ
ア

で
は
こ
う
し
た
話
が
た
び
た
び

報
じ
ら
れ
る
。

居
住
者
な
ら
誰
で
も
無
料
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
英
国
の
国

家
医
療
制
度

（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
は
、

世
界
に
冠
た
る
制
度
。
昨
年
の

ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
会
式
で
は
（

本
物
の
看
護
師
ら
約
８
０
０
人

が
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の

存
在
を
誇
示
し
た
が
、
緊
縮
財

政
下
で
現
実
は
厳
し
い
。

英
国
は
前
労
働
党
政
権
時
代

に
財
政
赤
字
が
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
１１
％
超
と
、
欧

州
主
要
国
で
最
悪
水
準
に
ま
で

膨
張
。
２
０
１
０
年
に
政
権
交

代
し
た
保
守
党
の
キ
ヤ
メ
ロ
ン

連
立
政
権
は
、
４
年
間
で
８
■

０
億
り

（約
１１
兆
円
）
も
の
大

胆
な
歳
出
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
だ
。
医
療
費
も
微
増

に
と
ど
め
、
運
営
効
率
化
で
１４

年
度
ま
で
に
２
０
０
億
り

（約

２
兆
８
千
億
円
）
の
節
約
を
掲

げ
る
。▼

「分
権
」
が
カ
ギ

さ
ら
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権

は
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の

「お
役
所
体
質
」

を
な
く
そ
う
と
ヽ
昨
年
３
月
に

改
革
法
を
制
定
。
今
年
４
月
ま

で
に
管
理
運
営
組
織
を
二
つ
廃

英
政
府
の
国
家
医
療
制
度
（Ｎ
Ｈ
Ｓ
）

改
革
に
抗
議
し
、
デ
モ
を
す
る
公
共

部
門
の
労
働
組
合
員
ら
＝
２
０
１
２

年
１０
月
、
国
ン
ド
ン
市
内

（共
同
）

上
し
、
２
万
人
以
上
の
職
員
を

削
減
し
た
上
で
、
現
場
の

「
か

か
り

つ
け
医
」

（
Ｇ
Ｐ
）
ら
で

つ
く
る
新
組
織
に
予
算
の
使
い

方
を
大
幅
に
委
ね
る

「分
権
」

に
踏
み
切
る
こ
と
に
し
た
。

民
間
参
入
な
ど
で
競
争
も
促

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
化

の
両
立
を
図
る
狙
い
だ
が
、
医

療
現
場
や
識
者
か
ら
は

「改
革

は
混
乱
を
招
く
だ
け
」
な
ど
と

異
論
が
噴
出
。
経
費
節
減
で
病

院
の
待
ち
時
間
が
さ
ら
に
長
く

な
る
な
ど
の
悪
影
響
が
出
て
い

る
と
の
指
摘
が
相
次
ぐ
。

医
療
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
ナ
フ

ィ
ー
ル
ド
」
の
ホ
リ
ー

・
ホ
ー

ル
ダ
ー
研
究
員
は

「予
算
を
握

る
Ｇ
Ｐ
ら
は
今
後
、
医
療
提
供

だ
け
で
な
く
管
理
運
営
の
こ
と

も
考
え
な

い
と
い
け
な
く
な

る
。
改
革
の
成
否
は
こ
の
新
組

織
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
ど
う

か
に
か
か

っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

（
ロ
ン
ド
ン
共
同
）

檄

鵠

輩
準

躍

飾

か
ら
墓
場
ま
で
」
と
称
さ
れ
る

英
国
の
社
会
保
障
を
代
表
す
る

制
度
で
、
１
９
４
８
年
に
始
ま

っ
た
。
日
本
で
は
健
康
保
険
加

入
者
が
保
険
料
を
支
払
い
、
病

気
や
け
が
の
際
に
保
険
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
医
療
を
受
け
る
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｓ
は
主
に
税
金
で
運
営
。

保
険
料
や
窓
口
負
担
は
な
く
、

居
住
者
な
ら
原
則
無
料
。
事
前

登
録
し
た

「
か
か
り
つ
け
医
」

で
受
診
し
た
後
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
病
院
に
か
か
る
の
が
原

則
。
医
師
や
看
護
師
ら
約
１
７

０
万
人
が
働
き
、
２
０
１
１
年

度
の
年
間
経
費
は
約
１
０
４
０

億
り

（約
１４
兆
６
千
億
円
）
。

（
ロ
ン
ド
ン
共
同
）

卜 中 く

英、改革は紛糾

街
コ
カ
「
謝
彊
仕
渉
詫
を

採
択
し
て
か
ら
素
早
く
反

応
し
、
２
時
間
足
ら
ず
で

し
た国

営
テ
レ
ビ
な
ど
は
２７

日
、
金
正
恩
第
１
書
記
が

責
に
力
　
佃
逆
σ
ξ
Ｅ
夢

党
書
記
が
米
国
へ
の
反
発

を
あ
ら
わ
に
し
て

「党
細

厚
萄
透
わ
．■
霧
初
え
Ｅ
工

つ
が
、
核
実
験
実
施
に
触

れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な

だ
ノ　
宿
は
ロ
ス
ノ
ス
θ
豪

情
に
緊
張
感
は
薄
か
っ

た
。

目
巨
σ
が
多
――
、■
Ξ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
国

軍
関
係
者
が
共
同
通
信
に

‐  鈴 ブ  ー  ｀/ 7r tt Pr カ  ス  平  フ ギフ 1 - 静  ほ  ′|、 :、I率
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(第二種郵便物認可)

【
平
壌
共
同
】
北
朝
鮮

で
「
反
共
和
国
敵
対
犯
罪
」

を
行

っ
た
と
し
て
同
国
内

で
拘
束
さ
れ
た
米
国
人
ペ

一
ジ

ュ
ン
ホ
氏
が
、
北
朝

鮮
に
対
す
る
国
連
安
全
保

障
理
事
会
の
制
裁
強
化
決

議
が
採
択
さ
れ
た
後
、
現

地
で
米
国
の
利
益
代
表
を

務
め
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大

使
館
員
と
面
会
し
、
米
国

の
連
邦
議
員
に
宛
て
た
手

が
、
自
ら
の
苦
境
を
訴
え

救
援
を
求
め
た
と
み
ら
れ

る
。
米
朝
は
過
去
に
も
北

朝
鮮
で
拘
束
さ
れ
た
米
国

情
勢
が
緊
張
す
る
中
、
米

朝
が
ぺ
氏
の
処
遇
に
関
す

る
協
議
を
名
目
に
何
ら
か

の
接
触
を
す
る
可
能
性
が

い
判
決
が
下
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
訴
え
、
米
政

府
の
助
け
を
求
め
た

・。
米

国
で
の
居
住
地
を
選
挙
区

面
会
が
判
明
し
た
の
は
昨

年
２
月
２．
日
に
続
き
２
回

目
。

成
功
し
た
北
朝
鮮
を
含
め

る
と
、
世
界
で
１１
カ
国
目

の
打
ち
上
げ
国
と
な
る
。

羅
老
号
は
全
長
約
３３
房

昨
年
秋
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
の

公
営
住
宅
。
歩
行
器
を
使
い
な

が
ら
１
人
暮
ら
し
を
す
る
フ
ラ

ウ

ｏ
ザ
ク
セ
さ
ん
（
７６
）
は

「介

護
保
険
で

も

っ
と
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
た
ら

い
い
ん
だ

け
ど
」
と
、
た
め
息
を
漏
ら
し

た
。日

本
よ
り
５
年
早
く
１
９
９

５
年
に
公
的
介
護
保
険
を
導
入

し
、
日
本
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た

ド
イ
ツ
。
日
本
の
よ
う
な
利
用

時

の
■
割
負
担
は
な

い
も

の

の
、
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
範

囲
が
狭
く
、
あ
く
ま
で
補
完
的

な
性
格
の
た
め
、
自
己
負
担
や

家
族
介
護
に
頼
る
部
分
が
大
き

い
の
が
実
情
だ
。

ザ
ク
セ
さ
ん
は
要
介
護

１

（日
本
の
要
介
護
３
に
相
当
）

で
、
公
的
保
険
で
受
け
ら
れ
る

>下 く
認
知

対
策
遅

tこ1

批
半lJ

症

へ
の
対
応
を
中
心
に
抜
本
改

革
を
検
討
。
２
０
０
６
年
に
有

識
者
会
議
を
つ
く
り
、
身
体
機

能
の
面
に
偏

っ
て
い
る
要
介
護

認
定
の
仕
組
み
を
大
幅
に
見
直

す
方
針
だ

っ
た
。

会
議
の
報
告
書
は
０９
年
に
ま

と
ま

っ
た
が
、
同
年
秋
の
総
選

挙
で
メ
ル
ケ
ル
連
立
政
権
の
構

成
政
党
が
変
わ
り
、
保
健
相
が

交
代
。
新
し
い
要
介
護
認
定
の

導
入
に
は
最
大
で
年
３６
億
腎
が

必
要
と
さ
れ
、
欧
州
債
務
危
機

を
受
け
た
緊
縮
財
政
も
あ

っ

て
、
実
現
は
事
実
上
棚
上
げ
に
。

実
際
の
制
度
改
正
は
小
幅
に
と

ど
ま

っ
た
。

認
知
症
の
人
を
含
め
給
付
額

は
全
体
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
の
、
有
識
者
会
議
の
会
長

を
務
め
た
ユ
ル
ゲ
ン

・
ゴ
ー
デ

氏
は

「抜
本
的
な
改
革
と
は
い

自
宅
で
担
当
の
訪
問
看
護
師

（左
）

と
話
す
フ
ラ
ウ

ｏ
ザ
ク
セ
さ
ん
＝
２

０
１
２
年
１０
月
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
盆
（

同
）

え
ず
、
不
十
分
。
現
在
の
要
介

護
認
定
は
認
知
症
の
人
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
」
と
批
判
す
る
。

▼
現
役
世
代
か
ら

一
方
、
政
府
は
今
後
の
高
齢

化
と
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
見

越
し
、
現
役
世
代
の
将
来
へ
の

備
え
を
支
援
し
よ
う
と
、
民
間

介
護
保
険

へ
の
加
入
を
奨
励
。

今
年
■
月
か
ら
月
１０
腎
以
上
の

保
険
料
を
自
己
負
担
し
て
民
間

保
険
に
加
入
す
れ
ば
、
政
府
が

月
５
腎
上
乗
せ
し
て
補
助
す
る

仕
組
み
を
始
め
た
。
公
的
保
険

で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
を

自
助
努
力
で
補

っ
て
も
ら
う
の

が
狙
い
だ
。

書
店
員
の
グ
ン
タ
ー

・
エ
ル

ベ
さ
ん
（３９
）
は

「将
来
、
公
的

保
険
か
ら
の
少
な
い
給
付
だ
け

で
は
頼
り
な
い
。
補
助
は
少
額

だ
け
ど
、
僕
た
ち
の
世
代
に
は

励
み
に
な
る
。
僕
も
加
入
す
る

つ
も
り
だ
よ
」
と
、
政
府
の
取

り
組
み
を
歓
迎
し
た
。

（ベ
ル
リ
ン
共
同
）

椰
揚

保
畔
ィ

胸
ル
肇
帥
Ｍ
嵯

歳
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
日

本
と
違
い
年
齢
制
限
が
な
く
、

人
口
約
８
２
０
０
万
人
の
う
ち

８５
％
に
当
た
る
約
６
９
５
０
万

人
が
加
入
す
る
。
保
険
料
は
労

使
折
半
で
賃
金
の
２
・
０５
％
ｏ

高
所
得
者
は
公
的
保
険
に
入
ら

ず
民
間
保
険
を
選
ぶ
こ
と
も
で

き
る
。
理
念
的
に
在
宅
介
護
が

優
先
さ
れ
、
介
護
す
る
家
族

ヘ

の
現
金
支
給
も
あ
る
。
原
則
と

し
て
要
介
護
度
が
軽
い
人
は
制

度
の
対
象
と
な
ら
ず
、
現
金
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
た
受

益
者
は
約
２
３
０
万
人
と
、
日

本
よ
り
も
相
対
的
に
少
な
い
。

（ベ
ル
リ
ン
共
同
）

サ
ー
ビ
ス
は
月
４
５
０
腎

（約

５
万
３
千
円
）
が
上
限
。
■
日

３
回
の
訪
問
介
護
を
受
け
て
い

る
が
、

月
９
０
０
腎

（約
１０
万

６
千
円
Ｙ
は
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
は
昨
年
６
月
の
法
改
正

で
保
険
料
と
給
付
上
限
額
を
引

き
上
げ
、
ザ
ク
セ
さ
ん
の
上
限

額
は
今
年
１
月
か
ら
月
６
６
５

腎

（約
７
万
８
千
円
）
に
増
え

た
。
だ
が
自
己
負
担
は
ま
だ
重

い
。

▼
小
幅
改
正

も
と
も
と
政
府
は
今
回
の
制

度
改
正
で
、
遅
れ
て
い
た
認
知
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2012 年 05 月 20 日 
◎英国医療の実態   
  
 英国の国家医療制度（ＮＨＳ）といえば、居住者なら誰でも無料で医者にかかれると

いう英国が誇りとする制度だ。そんなＮＨＳを期せずして実体験することになった。 
 といっても、実際の患者は私の妻。脚立に上って家事をしている最中に落ちて、腕を

骨折してしまったのだ。救急での初診後、２回目の診察の結果、骨を固定するための

手術をすることになった。英語が話せない妻に付き添って迎えた手術日。待合室で待

つこと４時間、ようやく担当医がやってきた。 
 だが、告げられたのは「手術は中止」。「あなたの前の患者の手術が長引いたので、

今日はもうできない」という。しかし、時間はまだ午後４時だ。食い下がるものの、「手

術はまた来週」と決定は覆らない。 
 結局、妻は翌週「思ったより回復が早い」と診断され、手術はなし。無事に治ったが、

こんな手術の延期は日本ではあり得ないだろう。 
 英紙では「ベッド数確保のために年間約４０万人の患者が夜間に突然、退院させら

れている」などと、連日のように医療サービスの質の低下が伝えられている。 
 日本で「医療崩壊」が叫ばれて久しいが、日本的な尺度でいえば英国は「大崩壊」じ

ゃないかとも思える。日本では英国の医療は理想のように語られるが、決してそんな

ことはない。（ロンドン共同＝市川亨） 
 
 
2012 年 4 月 12 日 タイムズ紙 
 
◎患者数十万人が深夜に退院強いられる ベッド数確保のため 
 
 年間数十万人の患者がベッド数確保のため、深夜に退院させられていることが、タ

イムズ紙の調査で分かった。患者団体は「適切な受け入れ計画がないまま、誰もいな

い家に突然帰させられ、高齢者が最も影響を受けている。ＮＨＳの予算削減がさらに

進めば、こうした事態はもっと広がる恐れがある」と指摘している。 
 タイムズ紙はＮＨＳで病院を運営する全１７０トラストを対象に、患者が午後１１時か

ら翌朝６時までの時間帯に退院したケースについて、情報公開を請求。１００トラスト

が回答した。その結果、昨年１年間で約２３万９０００人の患者が、この時間帯に自宅

に帰されていた。 
 これは退院患者全体の３．５％に当たり、過去５年間、ほぼ同じ割合だった。未回答

のトラストも同じ割合で退院させていたと仮定すると、毎年４０万人以上の患者が深夜

に退院させられていることになる。 
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2012 年 09 月 21 日  
◎４人に１人が救急で判明   英国のがん患者  
 
 【ロンドン共同】英国のがん患者の４人に１人が、症状が悪化してから救急部門で初

めてがんと診断され、うち大半は数週間以内に死亡しているとの調査結果を英研究

機関がまとめた。２１日付の英紙タイムズが報じた。 
 専門家からは「驚くべき結果。患者が医者に行きたがらないのが一因とみられるが、

家庭医がもっとがん検査をするようにすべきだ」との声が上がっている。 
 英国では日本のような定期健康診断は一般に広がっておらず、専門病院で受診す

るには、登録した家庭医の紹介が原則として必要。 
 調査では２００６～０８年の患者約７５万人について、どのようにがんの診断を受け

たか、さかのぼって調べた。高齢の患者では、救急で初めてがんと診断されたケース

が全体の３分の１を占めた。 
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2011 年 11 月 09 日 
◎年金にもボーナス   
  
 欧州の財政危機の震源地となったギリシャ。政府の緊縮策に抗議する大規模デモ

が繰り広げられた首都アテネを訪れた。相次ぐ増税、景気悪化に伴う給与カット、高

失業率…。負担増に対する市民の不満の声を取材していると、高齢者から相次いで

こんな声を聞いた。 
 「年金のボーナスも大幅に削られてしまった」。年金にボーナス？ 聞けば、ギリシャ

では春と冬の年２回、年金制度からボーナスが支給され、通常計２カ月分を追加で受

け取っていたという。 
 もちろん日本にそんな制度はない。経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の統計を見ると、

ギリシャの年金水準は日本より高く、先進国の中でもトップレベル。取材で会った元船

員の男性２人は円換算で月２０万円以上を受け取っていた。緊縮策の下で減額され

ているが、物価を考慮しても日本と比べて遜色はなさそうだ。 
 「政治家や金持ちからもっと税金を取ればいいんだ」。市民の多くはこう口をそろえ

るが、自分たちも恩恵にあずかってきたという意識は薄い。ギリシャで長年暮らす日

本人女性は「国の借金がここまで膨らんでも、まだ彼らはどうにかなると思っている。

夏にはバカンスにも行く」と話す。 
 「悪者扱いされているが、経済危機はギリシャだけのせいじゃない」。元船員の男性

は経済のグローバル化の影響などを挙げてそう訴えたが、どうしてもうなずけなかっ

た。（アテネ共同＝市川亨） 
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